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B－55　　い)オ＼/ノ ソの洙浄にあヽけるカチオン日日オン溥面活伐剤の耀冷ヽ効呆

　　　　大阪市大度溥新参　o藤ヰ富美灸笹川痛子，皆川^

　　　　大毒々子大業　　　　奥o｡毒彦

　目的横越や汚μの^ < (礼水ft-II．恥啼レりヽるた・)，通常，マニオン活性剤

が洗浄に硬むれてﾚヽ2 八　気的ら4.　カチオV 活性剤が吸希ぎれやすﾚヽ。なT-. 工

手レンオキサイド( e.川付睡力ヂずン活性剤を疎水■＼i汚心K 頑者^ せﾏ凝水化I　ぞ
mi非イオン活性剤zヽヽ洗浄な聊いヽ発偲に基fく洗浄・榎奎,涌る。

　本研宛n，戎脂汚心りく冷よれ，脊去が困難フトリオ1/｡ｲﾝﾀﾎ・Vエステルおヽi ぴ木

綿布ヵり。傍去,こおけるカチオンと非イずy活性剥がlヽ効業,こフいr検討iおぐなっr-.

　方法£ 0付tot/ﾚ敬のこヒなる7 ;l/わレアミン型カチオン池性剤2種，あ･^ びラヤリ

ルゴ-－f Iレ型非イオン活性剤種t^更用リ-:. 脱脂鋒驚I rてかリエステ･レおJ ひヽ木綿布･こ

トリオμイン乞ベy ゼン溶液r り付着?々:それを浹浄麦卯，呻で30'C.Z･min洗浄( f:.洗

浄|誹界面活性剤単一水,溶浹あヽi い一隻濃度のii チオソ活性剤に浸ぜi積非イオ■/ 活性剤

t･連浄す3 場数^いこ力千オンと非イオン剃生剥是合水溶液でヽ連浄す5 3種。方法ぞkヽこ

^ つre, 連浄後残留トリオレイV t X.ﾁｰ/(/エーデ,ﾚﾌヽ瀬出し高追麦クロによソえ量けe.

　鴉－　カヤオンおよぴ非イオン活畦剤羊一一水溶ヽ液によるトリオ,/インり

i}aわレ靫の小ｊﾚヽ疎水ii 砧如ヽtS性剤ほとヽすぐμいり. 繊維mi-｡J 5トリオμイン４

旋浄性はカチオン浮程々･に＼i,P ')エステル〉木嘸μ

'}i-スf'レヒTi 5.トリオレインの栓なにおけうカチオンと非イオバ^姓剤の履合効果は

£叫寸加乏。／衰,りいヽ非４オソ池性剤こいリ大^く｡カチオy 活性刺り吸^･ K 4 るトリ

オレインの栽ﾌﾟKｲし抑果がみられr:。きに。そｸ勿果,iP '/£ステいこトリ顕著であ3

B－56　非イヌン界面活有剤を主体^する液体流刑の;Stifカに関する研良

　　　　梅花短大　ｏ岡田伸子　　大振市^大生濤科学　藤井塵;笑子　皆･･|　基。

　　　　大巻ヤ^大家政、奥山参彦

　a釣　衣料用合成洗剤に紀合? れているリン酸爆による水質汚濁の問題r社会的こ提起

され-t以東、薫ソン、拿回ま低ソン政塩記名ヽの冶成洗剤^--よ市､ぎれ-z いる.

　本研呪で･ ほ,非イ;fン界面活栓剤t 主体^1 る無リン液体現制の開賂に瀋目し、生分解

収め袈い高級アルコール釆非仁

^S)の虎浄心こフいで、油よこヽヽれ(ﾉ幻にチン厳に

して簾討を行な。μ。

　方歳　繊維布としてボリエステ七木綿を選び、糊荻さ麦タメ/Ooriに^ﾇi断し7 X ヂルア･レ

コ- )レ、エチルXーテルで脱脂レ、各モデ)ﾚ油|8 /%ベンぶン溶液t一包ご*滴下しrこもの

をん工汚染布Y し/て芙験に供レれ。ツーゴ｀トメーヲー(-Ji ･)界面冶旅誉悩/lPE単一乖およ

びAPE 一 舵S碁台釆Tヽ種々ダ条件下Tヽ洗浄琵iい、乾球後、々に残留しt' 油脂-g エリレ

エー－Tルてベ1ロソ'?クスレーによ') 徊＆しBF3－リノール法でヽﾒ仙レエステル化して

Ｇ･ｃＬにょりを量1行いた. 洗浄前'ikの油脂量から洗浄効ｷiがあれ,

　妬果　脂肪酸に対ずる肝巳必お'cに釧する洗浄裡降、A'ルベ乎ン破、オレイン厳il 川こ

ijLB値Jo'-大さく葬れ性の高いAFl liと良＜なる噴向f'みられる。

オレ･イン酸。ト') オレインの-A 帰住にrt濃度>^存杜trみられるが、渦度め影響は小<I い。

洗浄栓におよ＼rヽす繊維基質タ)影響･^、脂肪廸で･ ＼zホ・')エステル布＼- .ト') オレインで､ま木

綿布において高い洗浄斧r愕られ詐、

肝E－ AES丸冶ヽ禾の洸浄効豪は、AES 釘0～3ﾌ% 荻合しか時、複考効果^'認ヽめられた。


